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女川原発
 再稼働ストップ！ 知事の「国が了承したから安全」をただす知事の「国が了承したから安全」をただす

　
女
川
原
発
の
住
民
説
明
会
で
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
各
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
コ
ス
ト
（
２
０
１
５

年
５
月
報
告
）
を
示
し
、
原
発
が

10
・
１
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
１
番
安
い

と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
算
定
方

法
を
調
べ
る
と
、「
福
島
原
発
事
故

対
応
費
用
」
を
約
９
・
１
兆
円
で

計
算
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
経

済
産
業
省
は
事
故
費
用
を
21
・
５

兆
円
と
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
追
加
的
安
全
対
策
」は
６
０
１
億

円
で
計
算
し
ま
し
た
が
、
女
川
原

発
は
３
４
０
０
億
円
か
か
り
、
更

に
テ
ロ
対
策
工
事
の
費
用
も
加
算

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
加
速
化
に
つ

い
て
（
２
０
１
８
年
９
月
12
日
）」

で
は
、
日
本
が
２
０
３
０
年
に
目

指
す
べ
き
コ
ス
ト
水
準
に
つ
い

て
、
太
陽
光
発
電
で
事
業
用
が
７

円
、
住
宅
用
が
で
き
る
だ
け
早
期

に
11
円
、
風
力
発
電
は
８
～
９
円

と
し
、
更
に
太
陽
光
発
電
は
3
～

５
年
、
目
標
の
前
倒
し
を
検
討
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

天
下
県
議

 

原
発
の
コ
ス
ト
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
は
逆
転
す
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

■
知
事　
原
発
コ
ス
ト
は
安
全
対

策
の
強
化
で
上
昇
す
る
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
２
０
３
０
年
に

向
け
て
更
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
方
向
性
だ
が
、
将
来
に
お
け

る
発
電
コ
ス
ト
の
比
較
は
困
難
。

天
下
県
議

　
９
月
16
日
に
、
日
立
製
作
所
が

英
国
の
原
発
建
設
計
画
か
ら
の
撤

退
を
正
式
に
表
明
し
、
原
発
輸
出

戦
略
が
全
て
頓
挫
し
た
。
原
発
は

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の
対

策
は
、
安
全
性
と
採
算
性
の
両
面

か
ら
、
原
発
で
は
な
く
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
で
進
め
る

べ
き
だ
。

■
知
事　
国
の
基
本
計
画
で
は
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と
し

て
、
原
子
力
を
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ

ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
た
上
で
、

そ
の
依
存
度
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
等
に
よ
り
、
可
能
な

限
り
低
減
す
る
と
し
て
い
る
。

天
下
み
ゆ
き
県
議
の
代
表
質
問

　
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
住
民
は
屋
内
退
避
が
原
則
で
、

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
が

毎
時
20
μ
Ｓ
ｖ
を
超
過
し
て
い
る

区
域
の
住
民
は
、
１
週
間
程
度
内

に
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

天
下
県
議

　
放
射
性
物
質
放
出
後
に
避
難
す

る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
住
民
は
被
ば
く
し
な
が

ら
逃
げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

■
知
事　
可
能
な
限
り
移
動
中
の

被
ば
く
を
低
減
で
き
る
よ
う
、
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
経
路
等
を
指

示
す
る
。
更
な
る
被
ば
く
線
量
の

低
減
に
は
、
防
災
訓
練
に
よ
り
避

難
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
重

要
。

天
下
県
議

　
避
難
時
だ
け
で
は
な
い
。
全
員

協
議
会
で
の
国
の
説
明
で
は
、
木

造
住
宅
の
場
合
、
屋
内
退
避
に
よ

り
半
分
以
上
の
被
ば
く
低
減
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
裏
返
す

と
、
屋
外
の
被
ば
く
量
の
半
分
程

度
は
被
ば
く
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
プ
ル
ー
ム
が
通
過
し
て
い
る

と
き
に
、
ヨ
ウ
素
剤
も
服
用
せ
ず

に
屋
内
に
い
る
住
民
、
特
に
子
ど

も
た
ち
の
健
康
は
守
れ
る
と
断
言

で
き
る
か
？

■
環
境
生
活
部
長　

屋
内
退
避

で
、
外
部
被
ば
く
を
20
％
か
ら
40

％
、
内
部
被
ば
く
を
５
％
か
ら
25

％
ま
で
低
減
で
き
る
。

天
下
県
議

　
「
屋
内
退
避
で
子
ど
も
た
ち
の

健
康
は
守
れ
る
」
と
部
長
は
言
え

原
発
に
将
来
性
は
あ
る
の
か

原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
コ
ス
ト
は
逆
転
す
る

Ｃ
Ｏ
2
削
減
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
で

Ｕ
Ｐ
Ｚ
住
民
は
被
爆
を　

免
れ
な
い
？

い
ま
す
が
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は

飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
、

被
ば
く
前
24
時
間
以
内
ま
た
は

被
ば
く
直
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
下
県
議

　
医
療
機
関
に
避
難
指
示
が
出
た

場
合
、
県
の
災
害
対
策
本
部
が
患

者
さ
ん
の
病
状
に
合
わ
せ
て
受
入

病
院
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
30
キ
ロ
圏
内
の
全
病
院
の

患
者
数
は
約
２
０
０
０
人
だ
が
、

避
難
先
病
院
の
選
定
と
搬
送
に
ど

の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
計
画

か
。

■
知
事　
１
週
間
程
度
内
に
Ｕ
Ｐ

Ｚ
外
へ
避
難
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

天
下
県
議

　
現
在
、
県
は
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

の
入
院
ベ
ッ
ド
の
調
整
に
毎
日
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、
９
月
半
ば

頃
、
入
院
先
が
決
ま
ら
ず
調
整
中

の
患
者
は
20
数
人
に
上
っ
て
い

た
。一
度
に
数
百
人
分
、最
悪
で
２

０
０
０
人
分
も
確
保
す
る
こ
と
は

全
く
現
実
的
で
は
な
い
。
車
両
確

保
の
見
通
し
も
た
っ
て
い
な
い
。

医
療
機
関
の
避
難
計
画
は
破
綻
し

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■
保
健
福
祉
部
長　
２
０
０
０
人

全
員
で
は
な
い
。

天
下
県
議

　
例
え
ば
１
０
０
人
移
転
さ
せ
る

の
に
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
実
地

訓
練
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

■
保
健
福
祉
部
長　
今
後
、
実
地

訓
練
し
て
い
く
。

天
下
県
議

　
結
局
、
屋
内
退
避
が
安
全
だ
と

い
う
保
障
も
な
く
、
医
療
機
関
の

避
難
計
画
は
絵
に
描
い
た
餅
だ
。

「
安
全
に
避
難
す
る
計
画
」そ
の
も

の
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

■
知
事　
避
難
計
画
は
国
で
了
承

さ
れ
た
。私
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
。

完
全
で
は
な
い
が
改
善
し
て
い
く
。

医
療
機
関
の
避
難
計
画
は

破
綻
し
て
い
る

栗
原
保
健
所
・
登
米
保
健
所
の
支
所
化
を
中
止
せ
よ

天
下
県
議

　
感
染
対
策
の
砦
で
あ
る
保
健
所

の
体
制
強
化
が
必
要
な
の
に
、
知

事
は
先
ほ
ど
栗
原
保
健
所
と
登
米

保
健
所
を
令
和
4
年
度
か
ら
支
所

に
す
る
と
表
明
し
た
。
コ
ロ
ナ
後

も
新
た
な
感
染
症
の
危
惧
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
保
健
所
の
統
廃
合

は
中
止
し
、
保
健
所
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
知
事　

限
ら
れ
た
人
員
の
中

で
、
保
健
所
体
制
を
強
化
す
る
た

め
の
組
織
再
編
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
栗
原
、
登
米
の
両
保
健

所
の
支
所
化
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
最
優
先
す

る
た
め
に
、
令
和
4
年
4
月
以
降

と
考
え
て
い
る
。

天
下
県
議

　
本
日
（
10
月
1
日
）、
栗
原
市

議
会
で
知
事
あ
て
の
「
栗
原
保
健

所
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
全
議
員

で
県
に
要
請
に
来
る
こ
と
に
な
っ

た
。（
当
初
予
定
の
）1
年
遅
れ
で

納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
支

所
化
は
断
念
す
べ
き
だ
。

「
安
全
に
避
難
す
る
計
画
」
は
で
き
て
い
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｕ
Ｐ

Ｚ
の
住
民
に
も
ヨ
ウ
素

剤
を
事
前
配
布
す
べ
き

で
な
い
か
。

■
環
境
生
活
部
長　
国

の
指
針
通
り
従
う
。

＊
国
の
指
針
で
は
Ｕ
Ｐ

Ｚ
は
一
時
集
合
場
所

や
避
難
退
域
時
検
査

場
所
で
緊
急
配
布
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て

知
事
は
避
難
計
画
の
実
効
性
を
検
証
せ
よ

　
す
る
と
知
事
は
、「
国
が
安
全
だ

と
い
う
か
ら
安
全
だ
」
と
い
う
こ

と
か
。
こ
れ
で
県
民
が
納
得
す
る

の
か
。
自
治
体
は
国
の
出
先
機
関

で
は
な
い
。
新
潟
県
で
は
避
難
計

画
を
含
め
た
県
独
自
の
検
証
が
終

わ
ら
な
い
限
り
、
同
意
の
議
論
は

進
め
な
い
考
え
だ
。
国
策
だ
か
ら

安
全
だ
と
言
っ
て
思
考
停
止
に
陥

っ
た
こ
と
が
福
島
の
事
故
に
つ
な

が
っ
た
。
今
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
の
か
。

■
知
事　
原
発
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
で
国
の
専
権
事
項
。
県
が
ど
う

す
る
と
言
え
な
い
。

天
下
県
議

　
国
の
専
権
事
項
で
も
、
憲
法
で

は
国
民
の
生
存
権
や
幸
福
追
求

権
、
地
方
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
立
場
で
知
事
が
県
民
の

た
め
に
モ
ノ
を
言
う
こ
と
は
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

■
知
事　
当
然
の
こ
と
だ
。

天
下
県
議

　
避
難
計
画
の
実
効
性
だ
が
、
国

が
認
め
た
か
ら
安
全
だ
と
い
う

が
、
知
事
は
検
証
し
た
の
か
。

■
知
事　
個
人
的
に
は
し
て
い
な

い
。
責
任
あ
る
国
が
決
め
る
こ
と

だ
。

天
下
県
議


